
仲間とともに学び合う学習室への試み

子どもたちと子どもたち、子どもたちと教師とのコミュニケーションの場を求めて

学寺本

1.はじめに

個別化・個性重視がさけばれ、求められている。

しかし、一方では、ますます学級が崩壊し、学校は

魅力をなくしているといわれている。

毎日、目の前の子どもたちからは、「なぜ学校へ

来なければならないのか。」「入試・テストで点数さ

え取れぱいいじゃないか。」「義務教育への疑問を感

じる。」「だれにも迷惑をかけてないじゃないか。」

「やりたくもないのに大人にやらされていることば

かりだ。」こんな疑問が投げかけられてくる。

『クラスはよみがえる』の中で、筆者(野田俊作

氏・萩昌子氏)は現代の子どもたちの姿を次のよう

にとらえている。

「競争原理で生きる人にとって、他者は敵です。

(中略)現在の育児と教育のシステムは、ひどい競

争原理の上に組み立てられています。そのため、た

いていの子どもたちは、小学校に入学してくるとき

にはすでに、協力原理よりも競争原理のほうをしっ

かりと身につけてしまっています。(中略)今の

どもたちの関心の的はひたすら自分自身にだけあり

そして、30日以上の不登校の中で、学校における

友人関係や教師との関係、学業不振など「学校生活

での影響」が引き金となった者は、中学生では41.40

%にもなるという。

また、神戸市の中学3年生による小学生連続殺人

事件によって「透明な存在」として生活しなければ

ならない子どもたちの姿が、浮かび上がってきた。

「人との関係が作れずストレスをため、自分を抑圧

ます。(中略)自分自身が安全でいられることだけ

が関心事なのです。これはとほうもなく悲劇的なで

きごとです。」

する中で、突然、自分中心の権利を主張する子がい

こういう時代の中で生まれ、育てられ、成長して

いかなければならない子どもたち'。そして、子ども

たちとの問に上下関係を作ることで安心し、また、

教師(大人)の力で子どもたちを従えようとしてき

た自分自身が、今、そこにいる。

いったい、今の私に何ができるのか。日々疑問と

無力感を感じるところである。今のままで子どもた

ちに近づこうとすればするほど、子どもたちは遠ざ

かっていくように感じるからである。

96年度文部省学校基本調査によると年問30日以上

学校を休んだ「不登校」の小中学生が5年連続で増

え、約9万4千人と発表され、中でも、中学生は前

年度より約 1万人近く増え60.6人に 1人となり、こ

の 5年間で「3 クラスに 1人」から「2 クラスに 1

人」に増えたことになる。子どもの数が年々減る中

で、不登校は逆に増加の一途をたどっている。

る。」など、現在の学校においては、教師と生徒、

生徒と生徒の間で、コミュニケーションが崩壊の危

機に瀕しているという指摘もある。

そして、「今の子どもたちはみんな自分は駄目だ

と思っている。社会的には点数という1本の物差し

で評価されるのでできない子は自信の持ちょうがな

い。できる子もまた、成績がいいということだけで

は自身を肯定できない。自己肯定感は、人間関係の

中で、他人にも受け入れられ、居場所を見つけるこ

とによって初めて生まれるものですから。」と自分

自身を喪失した子どもたちの姿をとらえている人も

いる。

子どもたちにとって、居場所でなくなってしまっ

た学校がここにある。

このような状況であるからこそ、 1人ひとりの子

どもたちの多様なあり方をよく見つめ、積極的に受

けとめ、その差異を学びの原動力とする学習室の創

造に努めなければならないと思われる。

私は、まず、子どもたちと子どもたち、子どもた

ちと教師の関係づくり(かかわり)から変えていか

なければならないのではないかと考えている。

1人ではなく、仲間(教師もその 1人として)と

ともに学んでいることを実感し、それぞれの違いに

気づき、考えを重ねたり比べたりしながら出し合っ

ていくことに価値を見いだし、お互いを認め合って

生きてぃけること。そこに、「生きる力」も育って

くるのではないかと思う。

私が求めようとしたものは、 1人ではできない、

学校・学年・学級という社会の中で育まれる学習で

ある。

教室は教師の一方的な知識注入の場ではなく、子
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どもたちが相互に認め合える関係を持つ場所であり、

教師と子どもたちとの信頼・協力関係によって成立

する場所でなければならない。

では、日々の実践の中でどのような国語学習を展

開していくことが可能なのであろうか。

2.研究のねらい

この研究は、日々の学習記録(主としてルーズリー

フによるぎ診剥を活用した音声言語による学習指導

を通して、学習者が対象や他者、自己ととかかわり、

それが、国語学習室の基盤を作り、お互いのコミュ

ニケーション(通じ合し→を生みだしていくのに効

果的であるのかどうかを、 3年間の継続実践を通し

て考察してみようとしたものである。

寺 本

ために、誰に向かって話をしようとしているのかが

見えていないし、意識もしていない現状がある。

安居總子氏は、「コミュニケーションカをつける

には、仲間と学びあう B昜1力殺定されていなければ

ならない。「学び合いの場」とは、(その前に自ら学ぶ

ことが習慣化されていなければならないが)仲間と

ともにいることで、他との違いに気づき、比べ、話し

合いで考えを出し合って新しい視点や考えを発見で

き、それらを整理して自分なりの結論(思想、や心情)

を出せる場である。」と述べ、「そのために、どのよ

うな学習の枠組みにするかを考えるのである。」と、

指導者の学習づくりへの意欲と努力を喚起している。

教室がコミュニケーションの場として機能するた

めには、「学習者がお互いを認め合える、心の開か

れた学習室」であるという基盤をもたならなけれぱ

ならなし、。

目の前にいる子どもたちで考えれば、「人の考え

を正しく相手に伝えることができる」「人の考えを

聞いて、さまざまな視点や感じ方を発見することが

できる」「人の考えを聞いて、自分の考えとの共通

点や相違点を考えることができる。」このような力

を育てることのできる学習の場を作っていくことで

あると考えられる。

そして、同時に「人の考えを聞いて自分の考えの

変化やふくらみをを表現することのできる」力を育

てる学習の場を作っていくことでもある。

(3)コミュニケーションの場づくり

次にあげる倉澤栄吉氏の主張にも促され、私は音

読を有効に使って子どもたちと子どもたち、子ども

たちと教師とのコミュニケーションの場を創造しよ

うと考えた。

倉澤氏は「教室での音読は何かといえぱ、本質的

には、発表行動である。だから読の字に捉われずに、

これをはなすこときくことの中へ含めるべきである。

教室音読とは「文字記号を手がかりとして音声化し、

それを級友に伝える」のである。(中略)音読を、

3.研究の基盤

①「生きる力」とコミュニケーション能力

第15期中教審第1次答申で「生きる力」の育成が

提唱された。その「生きる力」は文部省の英訳によ

ると(zest for livin宮)とされ、「生きることへの

熱意、生活への興味・関心」とでもいえそうである。

では、「生きること」とは何であろうか。神谷美

恵子氏は「人が育つということ、生きるということ

は、周囲から切りはなして考えることはできない。

とりわけ育つということは育てるもののあり方と密

接に関係している。」と、人問はさまざまな人 こ

と・ものとかかわりながら成長し生きていくもので

あることを示している。

人は1人では生きていけないし、社会を作ってい

くこともできない。他者を拒否し、役割を放棄し、

関係を断絶することで居場所をなくしてしまっていっ

た子どもたちに、他者とのかかわりの中で自己を見

つけたり(自分探し)、育てたり(自分づくり)し

ていくことができる力を育てていくことが、今、最

大の課題として提示されているとも言えそうである。

ここでは、そのような「相手とかかわりあい、通

じあう力」をコミュニケーション能力としてとらえ、

考えていくことにする。

②コミュニケーションの場

まだまだ、教室ではいきいきとしたコミュニケー

シヨン活動が行われているとは言い難いし、コミュ

ニケーシヨンの場として解放されてもいない。

生徒たちは学習の中でも義務感で話し、聞いてぃ

るようにも思える。今、自分はどういう場で、何の

このように表現活動として考えていくことは、読み

手に対して、「だれかに、よんできかせる」という

コミユニケーシヨンの場に立たせることである。」

と述べ、「今後研究すべき課題として、教師は0だ

れによませるか0音読する材料は何であるか0きき

手はそれを欲しているか、楽しむか0音読によって

すべての(特定の)児童がどのような効果が得られ

るかなどを良く反省しておく必要がある。」と課題

も提示している。

従来、音読・朗読では、理解度や技術・テクニッ
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クを評価しがちであったように思う。いかに、うま

く読むか、つまり、 NHK放送コンクールの評価項

目にあるような・内容の把握・表現の仕方・テンポ

ポーズ・発音・発声・アクセント・イントネーショ

ンなどに指導者はあまりにも縛られすぎてはいなかっ

ただろうか。

音読指導は理解力・鑑賞力・表現力を養う上に大

きな意味を持つと考えられる。しかし、それが、生

徒自身の必要感や興味・関心に支えられていない音

読指導であっては、どうあがいても教師の自己満足

でしかなく、生徒自身には学習価値を感じさせるこ、

とはできなかった。

今まで、音読指導に使われる教材を、教科書に載っ

たもの、大人の立場で書かれたもの、そして、みん

なが同じ材料として持っているものに限定しすぎて

いたのではないか。

「みんなが知らない発見のある情報を、今私が私

の声によってみんなに伝えている」という新鮮な音

読の価値や実感を持たせるような、新たな学習の場

を作っていかなければならないと考えた。

そのような力を育てることが可能であろう学習の

単元として、音読による感想・意見の紹介を中心と

した帯単元を構成してみようと考えたのである。

仲問とともに学び合う実習室への試み
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うしていけぱよいのか。

それらを考えながら実践していくことは、すなわ

ち、新しい学力観に立ち、 1人ひとりの生徒を生か

すことにつながってくるはずである。

指導要領総則にも「学校の教育活動を進めるに当

たっては、自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対

応できる能力の育成を図るとともに、基礎的・基本

的な内容の指導を徹底し、個性を生かす教育の充実

に努めなければならない。」とされ、日々の学習の

中で可能な限り生徒のもっている力の細かな点をチェッ

クし、 1人ひとりの個性を知り、今後の中学校での

国語学習にかかわる力を身につけさせていくことが、

これから1人ひとりの個性を生かすことにつながっ

ていくと考えている。(本来小学校において身につ

けているはずの学ぶ力がかなりの部分を占めること

になるが、それは、今の生徒の実態を確かめるのに

大変有効な確認ポイントとなると考えるからである。)

② 1学期の実践の柱(目標)

①学習記録の充実(生徒の学習実感・実態をつか

むために)

160の生徒との対話 Uレーズリーフによる)

授業リフレクシヨン(淘)と次の学習へのつながり

4.「授業びらき」

(学習訓練と帯単元「みんなの声」1995、第1学年、

4月の実践より)

①はじめに

本校は、本年度165 名の新入生を迎えた。それぞ

れ31の小学校から集まった新たな集団である。入学

に際して書いた文章(入学の決意)を見ると、 1人

ひとりの生徒が心を新たにし、これから始まってい

く中学生活に夢や希望を持ちチャレンジしていくぞ

という思、いを抱いている。

このような新鮮な気持ちを抱いて入学してきた生

徒たちとどう出会うかは、これからの3年間の中学

校での国語学習の方向を決定する大きな出会いとな

ることは間違いのないところである。

では、この生徒たちとの出会いをどう工夫していっ

たら良いのだろうか。今、目の前にいる生徒をどう

つかみ、どのように方向づけていけぱよいのか。日

常の学習における指導の中でどのようにして生徒を

評価していけばよいのか。最も基本的な評価活動で

ある教師の肉眼による観察、評価眼をみがくにはど

②帯単元「みんなの声」による学び(生徒の声で

始まり、生徒の声で終わる学習室づくり)

お互いを知り、認め合い、刺激し合う。(存在感

のある学習室づくり)

人の感想をその人に代わって紹介する。(個性の

尊重)

③目の前の生徒からの出発(学習者研究、学習材

研究)

学力と学習材料

学習の時期(特に4月5月に留意すべきこと)

④国語教室通信による国語情報の提供(資翆14)、

⑧、⑨、⑬)

⑤国語学習の基盤作り

③学習訓練の実際

(第1学年初めの学習訓練による学習の流れとねらい)

①単元「国語学習の初めに」(4・5月一・16時間)

②基盤

アこの単元は、国語をともに学習していくという

ことはどういうことなのかを、実際の学習の中で

体験しながら、ともに考えようと試みた学習である。

知識偏重の教育、目に見える学力としてぺーパー

テストが重視され、卒業していった生徒の中には、

「書く」という行為に何の価値も見いだせず、人

の意見・感想・考えを「聞く」ことにも価値を感



じない、ただ、テストでよい点(高得点)を取れ

ば盲分の将来は明るいのだという点数至上主義者

を生み出してきた。

何かを創拘出すことに生きがいを求め、より豊

かな人生をおくるために努力を続け、学ぼうとす

る意欲的な生徒を育てていくためには、出会いの

大切さと教師側の周到な準備が必要であるとつく

づく感じさせられた。

自分自身を振り返ってみると、授業のテクニッ

クについ目がいって、あまりにも、 1人ひとりの

生徒をつかもうとする努力や工夫、そして、準備

に欠けていたのではないか。教科書に頼り切り、

教科書をこなしていれば、何かをした(国語の力

をつけた)ような実態のない満足感に浸っていた

のではないか。常に、自分自身にこう問いかけな

がら学習を進めていくことが必要ではないかと考

えている。それぞれの生徒の思いに答えるために

は、まず、何から始めていったらよいのだろうか。

ここでは、目の前にいる生徒たちをどうやって

つかもうとし、どんな力をつけていこうと考え、

実践しようとしているのかを、現在進行中である

実践を1例として紹介する。そして、これが新しい

学力観への提案となるのではないかと考えている。

イ 31の小学校から集まった160 名の生徒、新しい

集団も約1か月の学校生活が過ぎた。教室には適

度な緊張感が満ち、生徒たちも授業に食いつこう

としてきているのが伝わってくる。

入学の決意にも「僕は、作文はにがてです。頭

寺 本

の中でどんなことを書けばいいのか迷ったり、長

すぎてかけないからです。小学校では、作文はに

がてだ、で終ってしまいましたが、中学校では、

尻金い意志』という目標ができたので、にがてで

も努力して好きにしたいです。(後略)」このよう

に、今までの自分よりももう一歩高くなろう、努

力しようという心が端々に見られる。

しかし、中学校での生活のりズムは大きく変化

し、 6時間授業に体力がついていかない1年生も

多いのも事実である。

また、 4河・ 5月の連休の多いこの時期に、と

ぎれがちになってしまう学習をどう組み立てていっ

たら良いのだろうかという課題もある。

③ねらい(学習訓練のねらし→

ア学習の仕方の基本を身につけさせる。

イ言葉の生活を意識し、そこに根ざして国語の学

習をしていこうとする態度を作る。

ウ言葉に関する情報や知識を得て、生活を豊かに

していこうとする態度を身につけさせる。

工国語辞典を利用する態度を身につけさせる。

オ文字に対十る感覚を育て、正しくていねいな文

字を書こうとする意識を育てる。

力学習記録を継続して書き、工夫しようとする態

度を育てる。

キ名言・名句・名文の暗唱などから、言語文化に

対して関心を持って生活する態度を育てる。

クお互いの個性を素直に認め合い、いいところは

学びとろうとする意欲を育てる。
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④学習材料

0教科書(教育出版「国語1」)「朝のりレー」

0国語教室通信1号、 2号、 3号、 4号、 5号

0教師のスピーチ 1、 2

0プリント「早口言葉」「あいうえお」まどみちお

0ファイル

0ルーズリーフ

0第1次(1時間目~4時間助

ア国語教室通信1号一事前に配布(資半;KD)

学習情報の提供と自主学習へのいざない

イファイル、便覧、学習記録チェックの配布

正しい応答(1時)

ウルーズリーフの使い方、感想の書き方、(資料②)

学習記録を継続的に書く意欲と力(1時)

ルーズリーフ 1年1時間目(資料②)

⑤指導計画(全16時間)

仲間とともに学び合う実習室への試み

(「学」のつく熟語、言葉と豊かさ)

要点をとらえながら聞く(3時)

ケ国語辞典の利用

辞書利用の習慣化(毎時)

コ「みんなの声」準備

感想、の紹介とそのポイント

学習室づくりへの第1歩(3時~)

(上の0印は忘れ物や準備のチェックである。)
:

ルーズリーフ 1年2時間目

1年g組3播 氏名

1年4組"番

2

提出すぺき時に樋出したか

3

丁電に文字がか"たか

4

まとまウた宜見や底竺●4か吋

氏名

[コ交ネの誰さ[コ

国語掌畜への剪力や丁夫

0

、、

A

＼

A

0

AA

B

A

B

A

C

B

C

B

C

C

二こ

{

準備物チェック

学習へ向かう態度の習慣化(2時~)

ルーズリーフのチェック

学習へ向かう態度の習慣化(2時~)

教師のスピーチ 1(資料③)(名前と国語学習)

要点をとらえながら聞く(2時)

忘れ物のルールと表現

声、身体、文字による表情と表現(3時)

教師のスピーチ2ク

オ
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サ教師の教室での場所

話す相手と声の大きさ(毎時)

シ学習準備チェック

学習へ向かう態度の習慣化(4時~)

ス学習の係(板書係と時間係から)

学習室づくりへの準備(4時~)

0第2次・一学習室づくりに向けて(4時問~)

ア帯単元「みんなの声」の進め方(資米1@))

(感想、の紹介、要約の見本と語業指導、メモの

カ、言葉の補助など)

イ帯単元「みんなの声」でつけたい8つの力(資

料⑤)(意見発表、メモの力)

ウファイルの完成一・漢数字、算用数字、本の名称

(表紙、背表紙、裏表紙)(5時)

文字の書き方と適切な大きさ、記名についての

スピーチ

力
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時間

5 板書係の活動

帯単元「みんなの声」(読む)
2名か則に出て、前時の感

想を紹介する。

授業の終わりに感想を話す

人を確認する。

生徒の学習内容

帯単元「みんなの声」学習計画(案)

寺 本

時間係

学習のまとめをする。

学習記録の充実

帯単元「みんなの声」(話す)

授業の終わりに感想を話す

人を確認する。

感想の要点をとらえながら聞くことが

できる。

メモをとりながら聞くことができる。

内容が良くわかるように、適切な声

の大きさで読み、話すことができる。

短い文章で自分の感想を紹介できる。

友達の感想を聞き、自分の見方や考

え方を広げることができる。

学習でつけたい力

学習のための準備

1、必ずその日の授業の終わりに国語係にルーズリー

フを提出する。

2、ルーズリーフの学習記録チェックは自分でもつ

けて提出すること。(ただし、鉛筆書きのこと)

学習記録を充実させ、工夫しよう

とする態度を育てる。

留意、指導事項

自分の感想とかかわらせながら人

の意見や感想を素直に聞いたり 、

書いたりすることができる。

事前に2名を呼び、読み

の確認をしておく

後ろに立ち、教室での声

の大きさを確認する

授業の終わりに二人に今

日の話の内容を確認する。

授業の初めに

1、出席順(男子 1名・女子 1名の順)に前に出て、

(その日の授業前に先生のところまで来ること)

2、 2 ~ 3名ずつの感想を紹介する。

3、紹介の仕方

1)僕は、ほ"ま)今日は人の感想を紹介します。

俳泉が引いてあるところをさっと読む)

2)メモの欄を利用して、先生がどうしてこの人

を紹介したかったか考えてみましょう。

3)一人目を紹介します。次は、

まずこの人の感想です。次の感想は

この人の感想、から聞いてください。

二人目は、

最初はこの人の感想です。二人目の感想は、

初めは00さんの感想です。今度は、

誰の感想だと思、いますか。

大変長い感想ですから、聞きもらしのないように

(資*抑)

感想を紹介する学習のために

5分前を全員に告げ、学習

記録に取り組むための係。

授業のおわりに二人に今

日の話の内容を確認する。

(資¥掴)

僕も同じことを感じました。

授業からこんな感想が出るなんて、

生活の中の、・ーこんな場面を思い浮かべま

した。

敬語をうまく使ってあるのに驚きました。

見えないでしょうが、とてもていねいな字

で書かれています。

4)これで授業の感想、紹介を終わります。

5)今日の事業の終わりには00くんと00さん

が感想を紹介することになります。

帯単元

(この学習でつける力)

①、友達の感想を聞き、・話しことばと書き言葉の

違いに目を向けることができる。

②、感想の要点をとらえながら聞くことができる。

③、メモをとりながら聞くことができる。

④、内容が良くわかるように、適切な声の大きさ

で読み、話すことができる。

⑤、言葉づかいに注意して話すことができる。

⑥、自分の考えをつけ加えることができる。

⑦、短い文章で、自分の感想を紹介できる。

⑧、友達の感想を聞き、自分の見方や考え方を広

げることができる。

-6-

平成7年4月18日

学

学
習
の
初
め

学
習
の
終
わ



オ国語教室通信1号・2号を使って

説明と辞書の紹介と利用、暗唱(8時)

力国語辞典クイズ(7時)

キ座席評価表を利用しての指導と評価(毎時)

クルーズリーフによる学習記録チェックと学習記

録による対話、実態把握(7時)

ケ小学校学習漢字の確認、1

通信の利用、教科書の利用

身についた漢字の確認(7時)(9時)

コ本の名称(見返し、とびら、奥付)

学習記録を仕上げる準備(6時)

まえがき・凡例、書名・編者・出版社、表紙絵

サ 8回の学習を振り返って(資料⑥⑦)

今までの学習を振り返る

新しいチェック表の意味を考える。(9時)

0第三次・・・音読の基礎 al・12時間目)

ア暗唱大会

・四人組で(プロンプター・司会)

話し聞く力の基礎1 (声の大きさ、発音、りズム

に留意させての実践)

声を出す楽しさ、一人でできないことを体感する

イ範読、聞く、音読、斉読、

音読の楽しさ、みんなで読む(13・14時間目)

「早口言葉」、通信4号・「あいうえお」

●正しい発音・発声をする

.適切な大きさの声を出す

.りズムにあわせながら音読する

.楽しく声を出す雰囲気をつくる

●協力してひとつのものに向かって学習する。

ウ発展学習「朝のりレー」(15・16時間目)

●みんなで作る「朝のりレー」

仲間とともに学び合う実習室への試み

教師の群読案をめぐって考える。

●教室全部を使って「朝のりレー」をしよう。今後

補足したい基本的な力にかかわる学習メモ

1)小学校学習漢字の研究1

同訓異字(通信の利用)

教科書の利用・漢和辞典の利用

学習漢字一覧表信己録、記憶、応用)

同音異義語・同訓異字の学習

常用漢字の学習(序)

教科書と共に、漢字の広場1(画数と活字の字体)

付録3小学校配当漢字音訓一覧

漢字の広場2 (漢字の筆順)

付録4一年の新出漢字と用例一覧

漢字の広場3 (漢字の部首)

付録5中学校で学習する小学校配当漢字音訓一覧

漢字の広場4 (漢字の音と訓)

付録6常用漢字音訓一覧(小学校配当漢字を除く)

言葉の研究室1(言葉の音と意味)

付録7常用漢字表の付表

同音語・類義語・多義語

言葉の研究室2 (話し言葉と書き言葉)

言葉の研究室3 細本語の音声)

2)教科書の研究1(教科書の意味、教材が先にあ

るのではないという発想から)
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5.帯単元「みんなの声」の準備と出発
(中学1年生、 4月~現在)

①目標

①生徒たちを常に「話し・聞く」場に立たせ、紹

介したり、コメントをしたり、題をつけるという

活動を習慣づけ、コミュニケーシヨンの場をつく

ることができる。

②自分が発言することや感想を素直に真剣に書く

ことがみんなに役立っていくという社会性を持た

せることができる。

③お互いが心を通わせ合い、他者の視点の違いや、

感じ方、書き方の違いなどを発見することができ

る。

④教室の中で心を解放させていくことができる。

②学習材(ルーズリーフと紹介係のコメント)

毎時間の終わり5分問を使って、生徒たちは学習

記録を書いている。ルーズリーフの感想・メモ欄に

は、発見や気づいたこと、疑問や提案を素直に書く

ように指導してきた。そして、この学習記録を毎時

間後提出させ、目を通し、チェックする。(教師か

ら一言書き添えることもある。)

その時に、10名程度の視点や感じ方、表現の違う

感想を指導者が見つけ出しておき、次時の初めに紹

介用の感想として扱うのである。

仲問とともに学び合う実習室への試み

「みんなの声」で変化したこと。それはコメ

ントです。感想を紹介する人は、その感想、から

学んだり、同意する部分を僕たちに教えてくれ

るようになったのです。これからも自分の意見

を自分なりに表現していけるようなコメントを

(3年T男)目指していたいです。

囲(1年生の途中から、コメントと題をつけると

いう学習をつけ加え、感想紹介者が自分の言葉で紹

介した感想にコメントをつけ始めている。)

御

「みんなの声」の紹介の時に複数の感想の中

から自分で好きなものを選べるようになった、

自分にあった感想、を選べることが嬉しい。感想

のコメントで、言うことがなかったり相手の意

見に否定的だったりする時は何を言うか困った。

今なら相手の意見を認めてから自分の意見を言

うことができるが、 1年生の時などとても苦労

した。また、多くの意見を聞いて(読んで)か

らコメントを言えるというところも私にとって

は有り難い。

感想紹介は以前より少なくとも私にとっては

(3年K子)良いものになっている。

叫

1瓣

一琵ミ、

式イ

-9-

^

烹

""

写真(事前に板書係の仕事をしてぃるところ)(資料⑩)

毎時間のこの活動によって教師も生徒と学習記録

紙上で対話していく。実際に1人ひとりの生徒と言

葉を交わすことは不可能である。限られた時間の中

で、徒を理解し、尊重していく大切な場の1つであ

り、学習材作りであるといえる。

毎回の学習を教師とともに作っていく紹介係につ

いて、次の1つし、、徒は書いている。

延

囲(紹介用感想、の選択性を取り入れたのは3年生

になってからである。)

③係活動と学習の流れ

授業では、初めの5分がみんなの声の紹介、終わ

りの5分が次回の「みんなの声」に向かっての記録

の時問である。

今現在、次のような学習係が活動している。

・国語係(2 ~ 3 名)

学習前、学習後を中心に活動する。ルーズ

リーフの返却と回収、連絡を担当する。

・板書係 a名)

学習準備として授業開始までに、月日・通

算時間・学習内容(みんなの声の紹介者など)

を板書する。

・紹介係(2 名)

事前・一今日音読紹介をする人のルーズリーフ

を選び、一度、黙読か音読をする。

その感想へつける題やコメントを事

前に考えておく。

学習中・-2人が前で紹介し、コメントする。

・時問係 a名)

学習記録をまとめる時間がきたことを知ら

1
;

ず'



せる。係冬わり5分が通例)教師も話の途中

であっても終了する。

これらの係は、次のようにして毎週、「国語教室

通信」(週1回発行)で事前に知らせている。

寺 本

/ J●,

岬
0島不

'・ 1立

ユ'毛

0

徒の感想を読み、心に留めることから始まる。

次に本時と次時を思い描きながら感想を選び出し

ていく。この準備をすることによって、授業前に紹介

係となる生徒が紹介するルーズリーフを選びに来た時

にアドバイスもできるし、 1度声に出して読ますこと

も黙読させることもできる。(時によっては廊下を

歩きながらその内容について話を続けることもある。)

また、「みんなの声」というからには、同じ生徒

に限られることなく、多くの生徒がルーズリーフに

感想を書き、提出することが必要となる。

紹介されることの少ない生徒、書くことが苦手な

生徒には記録の時間を利用して、話をしたり視点を

与えたりして心を耕し、刺激を与え、感想を書くこと

ができゃすいように支援していくことが必要となる。

⑤帯単元「みんなの声」成立のために

(中学 1年生、 4月~)

帯単元「みんなの声」という学習を成立させてぃ

くために考えなければならないさまざまな課題の中

で、次の2点については1年生の初めに特に留意し

たものである。

第1に、学習の中で子供たちが考えてみたくなる

情報や考えるべき情報(学習材料)を指導者が提供

できなければならないということ。

第2 に、日々の感想をいかに素直に、評価にこだ

わらずに書かせることができるか、工夫しなけれぱ

ならないこと。

この2つの課題解決にむけて、学習の中でさまざ

まな刺激を提供しようとしてきた。

次に、 1年生の初期の「みんなの声」で実際に生

徒が紹介した「声」から、生徒の思考の跡をたどっ

てみる。

ア教師からの刺激によるもの(教師のスピーチ)

4 '皇

(資料⑪)
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国語係は事前に前回のルーズリーフを返却し、学

習へのいざないを手伝う。板書係は、馴反に日付け

通算時間・学習内容・紹介者を書く
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写真(事前に国語準備室で感想を選ぶ生徒)
(それぞれが5名程度の感想に目を通し、自分自身とのか
かわりの中で、今日自分の紹介したい感想を選ぶX資キ沌)

紹介の時には指導者はその生徒の声が届く1番遠

いところに移動する。身ぶりで声の大きさの適否を

紹介者に知らせていく。もし、うまく伝わらなかっ

た部分があれば教師が後のコメントで補足していく。

そのために、紹介される感想、は、コピーかメモにし

て教師はそれを持っておく必要がある。

④準備

準備段階の第1は、指導者が提出された全ての生

批急

^

人の話を聞く時の態度・場所によっても話し

ている側の気持ちを変えてしまうことがわかっ

た。先生の小さなしぐさに驚きました。人の話

を聴くというのはただ聞くだけではだめだなと

あらためて感じた。(3時間副

先生のポーランドでの体験のお話では、自分

がしゃべれるんだなと思いました。自分でしゃ

べり、気持ちなどを伝える。あたり前のことだ

と思っていたけど、とても重要なことだと思い

ました。自分の意見が言えないことはさみしい

と手厶も思いました。授業中も、自分の意見が言

えないのはさみしいです。自分の意見が少しで

も相手に伝わるようにしたいです。(5時間助

学
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先生のスピーチを聞いて、全てのものに表情

があると聞き、ぼくもなるほどと思いました。

うれしい時の文字、つかれている時のもびには

すごく違いがあるとも思いました。これからは

自分で切り開いていかないと、社会では通用し

ないと思います。(7時間目)

国語教室通信からのお話(資料⑬)の中で、

「文章は残る」といわれました。私は本当にそ

うだなあと思いました。よく部屋の掃除をして

いる時、小さいころの日記や作文が出てきます。

それを読んでいるとなんかなつかしくなります。

だから、これからの文章も正直に、振り返った時

に後悔しないように、自分の思ったことを文章に

表して残しておきたいと思、います。(11時間目)

仲間とともに学び合う実習室への試み

イ 生徒同士の刺激によるもの

す。感心しながら聞いていたら、お話が終わっ

てしまったのです。でも、私の頭の中にちゃん

ときざみこんだのできっと忘れないと思います。

( 7時問目)

この前は、声を出さないと相手に伝わらない

今日の「みんなの声」でTさんの感想、にびっ

くりしてしまいました。難しい言葉で、理解で

きない言葉ぱ'かりだったからです。(中略) T

さんは難しい言葉が自分の今の気持ちを伝える

のに 1番ふさわしいから使ったのだと思います。

私も難しい言葉でなくても、自分の気持ちを伝

えるのに 1番あった言葉を使いたいです。(4

時問目)

今日みんなの声を聞いて驚いたことが1つあ

ります。それは自分の気持ちにあった「表現」

と言ったけれど、声は声でも単なる声じゃなく

表情がある声で言うことが大切だと思う。その

ほかにも顔や身体や態度などで示せぱ'よりょい

生活になってくると思う。(7時間目)

ぼくは本当に正直な感想を書いていたのだろ

うかを考えたら、少しまずいことを書いたかも

を五人の人全員がしているからです。自分の気

知れないという思いでした。国語係の人が行っ

てしまう前に書かなきゃと思って、あわてて書

いた時には少し変なことを書いたこともあって、

少し恥ずかしくなってしまいました。(9時間助

持ちを鏡に映したように素直に書いてあるので

感心しました。ほくもまねをして、素直に心を

開いて生活してみようと思います。(6時間目)

今日、「口は 1つにーーー」のグループ暗唱を

発表した時に、私はグループのほかの3人に迷

惑をかけてしまったけど、それでも私を責める

ような言葉は1言も発せずというグループのみ

「ふりかえり」学習でファイルをパラパラと

めくったら 0あ、こんなこともあったなあクと

かいろいろその時のことを思い出しました。自

分の感想を読んでいると、何だか0わ、いい文

だな 0とか思うのがありました。これからも書

き続けて未来の自分にうなづいてもらおうと思

んなのさりげない優しさがとてもうれしかった。

(12時問助

グループ暗唱では、みんな上手で1位2位3

位をつける時に迷った。だけどみんなの声で出

いました。(9時問目)

た0君の「物の見方」や0さんの「認める」を

通信第4号

思い出して、良いところ、悪いところを見分け

て決めることができた。 a2時間助

ニ::噐:

ウ

,.
:マ「三÷島

自分との対話によるもの

ー!

今日はメモを 1つも取らなかった。なぜかと

いうと、話を聞くのに夢中になっていたからで

(資料⑬)

国そ
イ玉写

式ミ

剛1

^

ユ里

N、0.リ

H乞C/

1

この学習では生徒と生徒が絡み合って感想が深まっ

1
佃
セ
ー
玉
S
 
ば
.
た
(
ざ
人
の
{
今
モ

,
」
1
子
び
.
 
t
、
、
六
十
J
 
、
、
よ
 
7
心
武
^
を

(
 
t
 
、
才
、
ー
ー
.
会
ψ
加
;
"
t
 
夫
く

ー
ん
、
靴
僻
(
,
'
ー
ば
十
'
)
,
'
い

?
'
、
 
f
、

゛
J
ノ
Ⅷ
グ
●
ゐ
、
、
と
 
t
 
{
」

1
d
.
作
大
司
ゐ
・
、
、
.
熊
池
★
す

く
、
、
を
も
天
夘
十
'
、
孔
^
ぐ
の
ゐ
r

元
・
礼
イ
.
、
ー
ー
.

人
ル
ば
岡
.
の
中
.
1
 
学
収
外
ケ
・
一
.

惰
般
や
科
滅
"
反
府
L
「
、
0
マ

、
、
ヨ
司
.
「
ヨ
'
1
.
元
、
式
え
い
ゐ
わ
寸

下
1
.
モ
が
を
^
・
,
、
{
て
.
目
仁

見
・
入
ゐ
,
励
 
t
 
志
現
、
よ
・
7
γ
1

る
t
 
イ
、
サ
に
白
<
"
"
乃
・
式
ず
悲
出

ノ
山
、
,
'
●
,
.

加
一
'
'
,
0
 
'
佃
H

疉
.
、
t
 
一
气
コ
、
,
"
,
 
0
 
;
,
.

●
晶
置

嘔
゛
'

゛
フ
,

゛
、
;
 
0
 
,
.
1
弔
 
1
 
t
 
登
典
'
ι

,
.
.
゛
.

ゞ
ー
,
、

「
碑
゛
j

1
■

"

,
,
.
畷
.

{
.
●
 
7
ー
,
^
{
 
3
、
.
フ

巾
'
,
●
'
'
 
U
 
メ
;
.

中
白
"
,
ル
・
;
キ
A

t
 
ι
1
 
1
 
乎
1
 
,
゛
 
N
 
,
'
゛
"
●
.
 
b

力
曹
"
,
、
●
登
'
:
'
寸
ぽ

一
■
、
.
一

●
●
■
一
叫

一
:
、
ー
゛
●

U
一
一
是
、

新
膨
陰
影
卿

、
の
二
っ
両
含
と
ι
一
ず
.
ザ
、
 
t

(
乢

よ
●
ネ
ず
.
母
し
訓
t
、
新
,
π

い
ろ
力
げ
イ
す
力
.

先
貝
メ
,
習
"
イ
イ
ず
゛
ン
.
つ
タ
ー

之
、
、
、
フ
、
、
を
^
工
一
^
ラ
 
0
 
ヨ
{
夫
.

、
、
●
意
味
ば
ば
ほ
奔
鵡
{
て

ー
・
、
.
式
 
r
、
よ
・
つ
、
イ
す
小
、
モ
 
0
-
^

州
.
す
、
鬼
右
4
二
う
の
「
ケ
ー
」
グ

、
、
.
-
 
0
 
二
竃
略
、
ト
は
、
U
田

ー
て
^
ゐ
毛
い
、
、
イ
す
よ

'
ず
げ
、
式
(
影
絵
)
ず
咲
雁
う
ー

(
傷
惑
岬
」

卦
中
り
一
憲
〕
の
よ
戸
.
か
げ
一
陰
〕
、
(
ち

貞
:
●
.
 
I
 
L
 
一
趣

.
、
キ
食
、
り
り
゛
●

一
"
カ
.

罵
哩
、
"
.
L
゛

モ
含
、
く

4
,
"
.

L
、
,
"
ニ
・
"

イ
い
き
享
1
.
、
、
、
、
か

ヨ
背
大
旬
゛
'
 
t
、
、
み

ぐ
{
ー
?
.

1
 
丸
縁
{
t

の
は
.
い
「
^
t
^
叉
イ

叉
る
、
、
、
が
て
会
、
ゐ

、
、
・
て
岳
ゐ
日
の
匂

分
"
~
 
E
 
J
'
ー
,
・
人
7

1
夫
元
・
入
卜
野
あ

ー
.
、
<
、
、
ト
が
イ
◆
、
る
.

"
^
"
●
一
~
の
●
、
畠
と
f

↑
"
m
b
.
゛
、
.
ユ
し
゛
ー

ι
.
J
 
'
.
小

ー
ー
"
抽
Ⅱ

^
"
」
 
U
'
3
 
単
弓
τ
,
、
゛

-
r
.
い
q
、
.

●
勲
謡
山
陰
火
1
あ
り
ニ

才
ド
.
山
゛
角
代
方
を
比
.
^
ー
ー

冉
乃
 
Z
 
e
4
,
立
、
コ
.
、
人
目
 
K
4
 
k
に
'

.
'
ー
、
;
、
.
 
A
 
:

r
 
"
'
'
,
'
血
ι
.

:
●
:
1
 
L
 
●
小
ι
.
、

11



ていくことも多い。それぞれの生徒は1人1人心の

中で仲間の声を真剣に受け止め考えようとしている

のである。それに気づかなかったのは教師だけだっ

たかもしれない。

6.帯単元「みんなの声」の実際
(3年1組97年12月)

『おくのほそ道』の学習でNHK 「E TV特集」

(97年1月29日放映一よみがえる自筆、おくのほそ

道")を扱った後での感想をもとにした感想紹介の

例をあげる。

◆平成9年12月(8卵寺間目)

()は紹介者が言いかえた部分。

N男・ー「これからみんなの声を始めます。初めにH

子さんの感想、を紹介します。」

N男・ー「芭蕉の自筆本を見て、紙を74か所もはって

推敲を重ねたことを知ると、すごく苦労したんだ

なあと改めて感じた(感じました)。これだけ推

敲を重ねたということは、新しい俳句の世界を後

の世代に伝えたかったのだと思った(思いました)

それも、強い思、いだったことだろう(ことでしょ

う)。でももし、推敲を 1回もせず今まで来てい

たら、私たちは今の有名な句など知らないことに

なるけれど、何だか不思議な感じだ(感じです)。

変化はおもしろい(おもしろいです)。」

T子・ー「次に0子さんの感想を読みます。」

T子・・「今日自筆本を研究したのを見たのですが、

「遊行柳」の時、西行を意識して 1 回作った。と

いうのがすごく親しみがもてました。そして、そ

れを砕いて自分のものにする。私も漫才をやる時

にまず、突っ込みのイメージを「あのタレントさ

ん」と頭にえがきながら(突っ込んだりします。)

そこから砕いて自分のものにすると、人の心を

打つものができるのだな(と思いました)。」

N男・ー「H子さんの感想を読んで、もし1回も推敲

せずに今まで来ていたら、確かに今の芭蕉の句を

知らないことになります。で、僕は、今の芭蕉の

句もいいと思うし、最初の句もいいと思うんです

けど、やっぱり今回の自筆本が見つかったことで、

芭蕉がどうしてこういう句を作ったのかという

その過程みたいなのが知ることができたってこと

はすごく大きな発見だと思います。」

T子・ー「0子さんの感想にあのタレントさんと頭に

描きながら突っ込んだりしますとあるんですけど、

私も今ダンスとか体育でやってるんですけど、創

寺 本

作ダンスは自分たちで作るより、なんか、有名な

人とかをまねした方がすごい簡単なんですけど、

でもなんか、そう、まねをしてるだけじゃなくて

自分のものにできるようにもう1歩進んだら成長

すると思います。」

N男・・「僕がこの感想に題をつけるとしたら、一変

化の面白さーとつけたいと思、います。」

T子・・「0子さんの感想、に題をつけるとしたら、

創り出すーつて題にしたいです。」この日の紹介

者の1人であったN男は前時に次のような感想、を

書いて提出していた。今日のN男の紹介の背後

にこのような思考の跡があることを「かかわり」

(資料⑮・⑯)として、私が紹介をしして、この

日の「みんなの声」を閉じた。

地

"獄

芭蕉の句に他人の影響があったというのは意外

だった。僕は芭蕉は自分だけが持つ独特の世界で

句を作っていたのだと思っていた。芭蕉は孤独な

人であったのに、彼に多大な影響を与えた西行と

いう人はきっと芭蕉と同じようにすごい人だった

のだろう。でももっと驚いたのは、芭蕉が西行の

歌をまねて句を作っていたのだが、それで終わる

のではなく、推敲の末に「立ち止まる」から「立ち

去る」とかえて西行の世界からぬけ出していたこ

とだ。それは西行への敬意であると共に、対抗意

識や、彼を越えようとする思いであると思う。尊敬

する人の言葉や行動をそっくりまねるのではなく、

取り入れつつも、自分というものをはっきり確立

しているところは見習いたい。(N男の感想より)

ゞエ、

◆平成9年12月(86時間目)

H男・ー「じゃあまず初めにY君の感想を読みます。」

H男・・・「ぼくは今、芭蕉にあこがれている(います)

今の僕には自由に旅ができる時問がない(ありま

せん)。僕がもし、芭蕉について知らなかったら

こう思、うこともないだろう(でしょう)。芭蕉も

西行にあこがれたように、僕も芭蕉にあこがれて

いる(ます)。人の生き方には、これほど人を引

き付ける力があるのだろうか(でしょうか)。」

(資料⑭)
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S子・ー「次にU君の感想を読みます。」

S子一・「僕は『おくのほそ道』が、非常に短い作品

であるということに驚きました。ついこの間、と

ても短い作文を書くことになり、どうしても、その

文字数内におさまらなくて「この言葉はいらない。

この文章は、こういうふうに要約した方がいいな。」

と、推敲していって短くするのにとても苦労しま

した。そうして作った文章は、 1文字1句、これ

しかない、というものに近づいた気がします。きっ

と努力の天才芭蕉も、そうやって、短い名作『お

くのほそ道』を完成させたのだと思います。」

H男・ー「Y君の感想を読んで、僕も、 Y君のように、

なんか人生、人の生き方をまねできるような人

に会えるといいなと思いました。この感想の題はー

人の生き方の影響力一とします。」

S子・・・「私はU君の感想を読んでこないだ、前々回

のテストの時の作文の時にだらだらと書いてしまっ

て字数内に収まらなくてすごく苦労したことを思

い出しました。芭蕉はそういうのをじっと推敲を

重ねてあの名作の奥の細道を完成させたので、す

ごいなと思いました。この感想、に題をつけるならー

短い名作一にしたいと思、います。」この日の「か

かわり」として、 D男をはじめとして何人かの感

想、を紹介した。

仲間とともに学び合う実習室への試み

ルーズリーフ

生佳●尋 3

0000
杓宮の直0:晝'0"'

4

ユ

3

1みんむの鼻」乞しτ"介さh

"恬動'岐冨舶n.鵬属1 育己●区,,

4 自主字舌 1

捉出

拝,、
"'

自

^

」晃見

鞠

,盧甲,

B

▲A

謝

今日は、芭蕉の推敲過程の学習をしたが、あ

らためて芭蕉がどれだけ苦労して推敲を重ねた

かを知った。本当に好きなことじゃないとそこ

までできないと思った。本当にやりたいことを

やらせてくれない現代に生きている僕たちにとっ

て、芭蕉のやりたいことをやり続けた生き方は

(D男の感想)うらやましく思えた。」

AA

A ヨ

A 南

(資料⑮)

/2 (',')

◆平成9年12月(87時間目)

K男・・「これから0君の感想を紹介します。」

K男・・・ rD君の感想などより、たしかにぼくらは自

分のやりたいことができにくい、見つけにくい世

の中にいる。また、ほかのクラスの意見より、義

務教育の正当性、必要性だってわかりにくい。そ

のことに疑問を持つことはとても大切だし、大事

なことだ。しかし、僕は思、うのだが、疑問を持つ

ことは誰にでもできることだと思う。誰にとって

の人生なのか、誰のための教育なのかということ

だ。疑問を持つこと、反発することは、動くこと

への準備であっても、動いたことにはならない。

何もかも社会のせい、義務散育のせいにしてしま

うのは、少し甘えをふくんでいるのではないか。

自分の人生なのだから、結局は自分のところに帰っ

てくる。(かなり長かったので一部省略して紹介

した。)ようするに、いいたいことは、疑問や反

発を抱くだけで何もせず、しなかったことを義務

教育や社会のせいにしてしまうことのないように、

そして自分のしたことをほこれるように。僕は今

の世の中でも、できることはたくさんあると思い

ます。」

H子・ー「次にW子さんの感想をよみます。」

H子・ー「今日のD君の感想、にはすごく同感した。た

しかに今の社会はあまり好きなことをさせてくれ

ないような気がする(します)。でも、それを言

いわけにして、やりたいことを探さずにただ「毎

日つまらない。」と言いながら暮らしている人も

たくさんいると思う(思います)。その気になれ

ば結局は何でもできるんだと思う(思、いました)。

K男・・「えー、僕は0君の感想を読んで、えー、自

分も他人のせい社会のせいにしていたと言う節が

ちょっとあるなと思います。それで自分でえ一自

分で考えていろいろと自分で行動することが大切

なんだなあと思いました。えーこの感想に題をつ

けるとしたら一自分で行動するということーにし

たいと思、います。」

H子・ー「と、私もD君の感想、にはすごく同感したん
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ですけど、今すごく映画を見たいとかなにか買い

に行きたいとかそういうささいなことでもする時

問がなくて、休みの日とかになってしまうんです

けど、やりたいことが本当に自分でわかってぃる

んだったらやれると思うんだけど探さずにただ毎

日がつまらないといいながら暮らしているとって

いうところを読んで、ああ自分のことかなと思い

ました。この感想、に題をつけるならーやりたいこ

とーという感想の題にしたいと思、います。」

2人の声に続いて「かかわり」で、次のH子とN

男の感想、を私が紹介した。

寺

やりたいことがあるのに、できないという D君

の感想、を聞いて、自由なはずなのにしぱ'られた感

じがした(しました)。でも、時間があれぱ何でも

できる(はずです)。みんなはみんな同じように学

校へ行き、高校へも行く(かもしれないけれど)け

ど、自分だけ好きなことをしようという勇気があ

れぱやりたいことはいつでもできる(はずです)。

私たちはいつも自由だけど、やりたいことが実行

できなくて、退屈しているだけ(ではないかとい

う気がします)だと思う。 (H子の感想)

本

にまで目を向けようとしているところに驚かされる。

このように一人の声が、学級に吸収され、聞き手

それぞれの心に絡み合って発展していく場を生み出

す力もある。

ルースリーフ

生Ⅱ●畔

D君の感想に同感した。でも「やりたいことを

やらせてくれない現代」とあるが、とらえ方によっ

ては、「やっても受け入れてくれない現代」とも言

えるような気がする。芭蕉のように旅をすること

だってしようと思えばできると思うのだ。ただ、

そうやってモラルに逆らえば、当然、周囲の人々

からは冷たい視線を受ける。僕には、そんな冷た

い視線を受けてまで、旅をする勇気はない。でも

それは芭蕉の時代も同じだったらしいので、そう

いったものにもめげない強い信念や勇気を持って

いた芭蕉に比べて、ほ'くらにはそれがないのかも

しれない。また、芭蕉のように孤独ではないほ'く

らにとって多くのものを捨てて自分の道を行くこ

とは難しいことかもしれない。でも、ひとつ言え

ることは、いつの時代も、自分の道、生き方をつ

らぬく人は僕ら若者にとって美しく見えることだ。

今はまだ思いきったことはできないけど、可能な

範囲でやりたいことができれば、芭蕉という人に

近づけるかもしれない。 (N男の感想、)

3
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以上が85時間目から87時間目までの学習「みんな

の声」の一端である。

中学3年生となると、さまざまな情報を自分とか

かわらせ、芭蕉の人生の歩みから自分の人生の歩み
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フ.考察

①学習記録 Uレーズリーフ)の位置づけ

学習記録は、実際のさまざまな学習の中で書かれ

るものであり・一定の型はないものであるが、ここで

は、その中心となっている毎日の学習の記録 Uレー

ズリーフ)について考えることにする。今回の実践

の核の1つがこの学習記録である。

学習記録用紙として、毎回4クラスの生徒に提出

させても、かさばらず、持ち運べ、処理がしゃすい

ことから、ルーズリーフを使用している。

安居總、子氏は、学習記録について「手厶は、ノート

に3つの機能があると考えている。

①記録性一・覚え書きのためのメモやノート、生活や

事実の記録、思考の軌跡、表現の確認

②練習性一・おぽえるため、技能習熟のための練習、

ドリル

③資料性・一情報の収集、分類、整理、保存、活用

(中略)

学習ノートがこうした機能をもつがために、国語

の学習の多様性を学習者が理解できずにいるという

一面も持ち、そのために学習ノートを単元の課題と

してもちこむ難しさもあると思われる。すなわち、

学習者の国語のノートへの問題意識が個々に違った

座標軸をとるために一般化・イ系点化六きないのでは

ないかという懸念、そしてそのまま学習が進行して

相互交流も成り立たずひとりょがりの思考に終わる

のではないかという心配である。」と述べ、こうし

た多様な機能をもつがために、単元の課題としても

ちこむ難しさもあると指摘している。

私は、学習記録 Uレーズリーフ)をこの3年問の

実践から、次の4つの場をつくり、生かしてぃくも

のとして位置づけることができるのではないかと考

えている。

①生徒と教師との対話の場(生徒一人ひとりをつか

むために教師のすべきこと一学習記録を通しての

対話一)

今までの国語科学習、いや学校での学習の中で

教師は一方的に子供たちにさまざまな課題を課し

てきた。今度は、子供たちから出される課題や声

に心をとめるべきではないか。

1人ひとりの子供と毎回対話していくことはも

ちろん不可能である。しかし、せめて子供たちが

学習の中で記録したり考えたりしたことを、日々、

見つめ子供たちを理解しようとする努力はできる

のではないだろうか。

仲間とともに学び合う実習室への試み

②チェック表によるルーズリーフ機能の確認の場

(学習記録の方向を示す)

安居氏が、①ヨ診剥生②練習性・③資料性の3つを

あげているように、私が日々の学習記録をチェック

していく中で大切にしてきたのは、 1年生のときに

は練習性であり、 2・3年生では記録性であった。

ルーズリーフが資料性・ヨ酸泰陛を大いに発揮する

のは、学年末の学習記録の綴り(私の1年間の記

録=1冊の本)を作成するときである。

③感想・意見・疑問・提案の自由な場

あくまでもその日の学習にかかわっての感想や意

見が中心であるが、時には疑問・提案も書かれ、

生徒の反応を知るための重要な場である。

④自主学習の場(ルーズリーフの裏面を利用)

(日常の言語生活への広がりを目指す)

1人ひとりの個性の発揮できる場であり、同時に

発信の場でもある。学級を越えて紹介したり、考

えたりできる材料のひとつとして活用してきた。

自主学習の紹介 (資料⑱)

(2)チェック表と学習記録 Uレーズリーフ)

学習記録を単なる記録ノートではなく、子供たち

1人ひとりの学習の足跡と見ていことうとすると、

指導者の視点やねらいを生徒にはっきりと示してい

や必要が出てくる。そこで私が考えたのが学習記録

チェック表であった。毎日ただ提出させるのではな

く、そこに学習記録としての価値を感じさせていく

ことができるようなものが作れないだろうかという

願いもあった。

3年間の実践を経ても完成したものとは言えない
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が、その試行錯誤の跡を考察してみようと思う。

(ここでは変遷を知るために5種類全部のチェック

表をあげて考察していく。)

NO

1年組番
提出すぺき時に促出したか

2 丁翠に文字がかけたか

3

4

まとまった意見や感恕.がかけた

1年生の4月には、上質紙に印刷したこのチェッ

ク表を使用した。生徒は、授業が始まる前に、はさ

みと糊を使って、ルーズリーフの左上にこのチェッ

ク表を貼るところから学習が始まっていった。毎回

このチェック表の項目を中心にしてルーズリーフを

チェックしていくのである。

私にとっても、毎回ルーズリーフを提出させ、そ

れをある観点(ここではチェック表の評価項目がそ

れに当たる)によって目を通し、次の学習へとつな

げていくために大変重要なものであった。

しかし、このような学習は私自身も初めてであり、

生徒の反応によって、このチェック表はずいぶん変

化を遂げていくことになる。

Cコ文宇の磯さ

氏名

国語学習への努力や工夫

寺 本

Cコ

AA

字を書くことができること、相手を意識して適当な

濃さで文字を書くことという3点を強調していた。

(シャープペンシルを使用することは構わないが、

芯の柔らかさと濃さから、 Bか2 Bの芯を使うこと

をすすめた。)

A

AA

A

AA

B

A

B

A

C

B

C

B

C

C

NO

生徒番号

3

氏名

NO

1年組番

2

丁寧に足跡を記録できる

2

提出すべき時に提出した

UI

授業記録の内容の充実

2

3

1年生の末からこのチェック表NO.3 を提案し、使

用した。

ここでは、提出と文字の濃さは基礎・基本の事と

し、板書と感想、に焦点を当てたチェック表に変化し

ている。したがって、「感想や意見に深まりがある」

という項目に変わってきている。

また、 ABCだった評価を、その項目が求める評

価がより分かるように、最高の評価を、美・詳・深・

発見としてみた。

この頃から、感想を評価することに対して私自身

の中に疑問や迷いが生まれてきた。感想は自由にの

びのびと書かせたい、したがって、それを1人の人間

が評価することは、自分の感性や老え方に合ったも

のを優れた良いものとする、一方的な評価になって

しまうのではまいかという恐れがあったからである。

しかし、また一方では、150字~200字程度で、学

習の中で保障した5分問の中で、継続的に書かせ紹

介していく中で、自分の考えに自信を持たせ、文章

を書くことに慣れ、書くことを苦にしない力をつけ

ていきたいという思いもあった。

丁寧に文字がかけたか

感想や意見に深まりがある

3

4

充実した意見や感想である

4

註学習f

11

穂

氏名

南.2 は、 M1のほぼ1か月後に提示したものであ

る。

大きく変わった点の第1は、生徒たちの準備の時

間を省くために、上質紙に印刷していたものをタック

シールに印刷し、のりづけを不要にしたことである。

第2は、学習への姿捌乍りとして、忘れ物のチェッ

ク欄を増やしたことである。第 3 に、 NO.1 の 3 で

「まとまった意見や感想が書けた」という項目を

「充実した意見や感想である」と「学習記録の内容

の充実」と二つにわけ、感想欄と板翫診示欄のチェッ

クをわけたところがあげられる。

とにかく 1年生の初めのチェックとして、この 2

つのチェック表に共通した思い(ねらい)は、 3年間を

通して確実に身につけていってほしいことにあった。

つまり、提出すべき時に提出すること、丁寧に文

学習記録の内容の充実

5

蒙

[コ文字の浪さ

提出

国語学習への努力や工夫

井瀧
今竜

言羊

A格

A'

AA

^

適積

[ニコ忘れ物(有無)

A'

AA

A

覽'

A

A'

AA

A

A

B

B

AA

A

A

B

B

A

C

B

B

A

C

B

^^

C

B

C

C

NO

生徒番号

4

氏名

3

癖宣急識上1^記録できる

2 記録内容の充夫、メモの力

3

このような迷いの中で、 2年生の 1年間は過ぎて

いった。 3年生になって、そのような迷いを解決す

るために、 NO.4 を生徒に提示した。

つまり、ねらいを「文字を書くときに癖を意識し

てほしいこと」信哉呆ではメモの力を養うこと」「感

根拠宣丞三。具依堕^。

4 自主学習[

提出
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想や意見は具体的に書くこと、そして根拠がはっき

りと示してあると分かりゃすいこと」とより具体的

に生徒たちに示そうとしたのである。

NO.4のチェック表を使い始めて少し落ち着いた頃

(10月の中旬)、子どもたちに「みんなの声」と「チェッ

ク表」についてあらためて意見を書いてもらう機会

を作った。

子どもたちから出た声は次のようなものである。

仲間とともに学び合う実習室への試み

1年の時からずっと続けられてきた「みんな

の声」はとてもおもしろいのでとても好きだ。

授業の感想で、その人の感性・考え方とかその

人らしさがいろいろ発見できてそれまでよりも

もっとその人に近づけるから・・。

ルーズリーフのチェックは、毎回少しでも良

い評価をとろう!と自分の中でやる気を起こさ

でもあまり気にいらない評価の時は少し悲しく

せてくれるので、 1つの目標として有り難く思っ

なる。が、私はこのシステムが好きである。

( 0子)

ている。

本来、このチェック表は子どもたちが自己成長し

ていくための目安として作ったはずのものであった。

それを結局は単なる評価の道具として利用している

自分自身がいることに気づかされた。(学期ごとに、

ルーズリーフのチェック表を使って、自分の学習を

振り返る評価を繰り返してきていた。具体例は後に

あげる資料A・B・C・Dにある)

子どもたちの声に気づかされて、これからの学習

の方向を示すチェック表として老えたのがNO,5

の「新記録メモ」である。

名前も「チェック」から「新記録メモ」と変えた

のは、今まで教師の主導であったルーズリーフを本

来の自分自身の学習記録メモとしてとらえ直し、自

己の成長記録、足跡の記録としてほしいという願い

を全面に打ち出したいからである。

チェック表は国語という教科にしかないもの

で、僕としては賛成です。他の教科には、なか

なかチェック表みたいにすぐに自分のことがど

う評価されたかが毎回分かるものがないからで

す。チェック表というものを目標にして頑張る

(Y男)というのは悪くないと思います。

読みながら、私の中に、知らないうち良い評価を

取ることをよしとし、子どもたちに競争心をあおら

せていたのではないかという恐れが大きくふくらん

でいった。

( 1 子)

毎回授業の感想、を書く、それを使って授業を

する。これはとてもいいことだと思う。いろん

な人の意見がわかり、授業が深まるのだから。

しかし、ルーズリーフのチェックはどうだろう。

いい評価を得るための記録になってしまい、自

NO

分の受けた感想や、成長の記録としては違って

生徒番号

きてしまうのではないか。だが、確実に力がつ

5

氏名

く学習である。

3

私は、すごくこのシステム「みんなの声」と

「ルーズリーフチェック」は好きである。小学

校の国語なんかじゃ全然考えられなかったこと

だったからである。でも、あえていうならルー

内容の確左Σ窒.、 'イントをメモできる

2

ここでは、最終学年として、文字の丁寧さも基本

的なこととしてとらえ直し、感想、の評価をやめ、学

習内容を確かにとらえメモできていることをねらい

の中心として出したものである。

最終学年での学習を終える頃、 5種類のチェック

表について、 K男は次のように記している。

3

「みんなの臣」として紹介された自己チ1ぢク

係活動(板書、紹介、時間)狗己チ"ケ

4

ズリーフのチェックは、チェックをつける人の

自主学習 f

個人的な解釈なので自分がいいと思っている時

提出

揮梦適稙
6寉

舗

(S子)

僕は、このチェック表が好きなことも嫌いな

時もありました。好きなところといえば最高の

ランクを取った時、嫌いな時はAやBを取った

時です。チェック表の変化を見ると、昔はあい

意まいなチェックがあったことです。例えぱ、

見・感想のところは、自分では納得したもので

も、 AやBだったりします。だからAAや深を

〆、 B

発見

AA

※

AA

A B

A ※

とるために、建前やどうすれば良いかを考えた

りして、本当に思っていたことや、感じたこと

が書けなかったりしていたと思います。それで、

授業メモになってから、気が楽になり、少しず

-17ー

つだけど書けるようになりました。 (K男)
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(3)ルーズリーフの評価につぃて

日々提出されるルーズリーフをどのように評価し

ていけばよいのだろうか。

ペーパーテストで評価できない意欲・関心・思考

の深まりなどを、日々の学習記録を利用して、何と

かして目に見える形で評価しいきたいと考え続けて

きた。

その1つの形がチェック表であり、学期ごとの振

り返りであった。 2 つとも自己評価である。

例として掲げた評価表(資料A~D)も、指導者

の立場として工夫を重ねたつもりではあった。(変

化の大きかった資料B~Dについては、生徒の中で

の変化も感じられるよう、 E子の評価表を資料とし

て示した。)しかし、子どもたちの立場から考えれ

ば、結局はルーズリーフの点数化にしかなかったと

考えられる。

寺 本 学

(資料A)

これし」中学生になうてからの r8回σ)ルースリーフをふり返る■という掌習です.

1年今組2番

き含皇

^

露己

全殘

÷下一

これは1岸期のr

提出亨ぺき"に提出したか

2年q組秀番

^

氏名

2

、」ノ

,フ

0>

考痔

孔9
1回・】40回のπ[ズリーフをふり返る●という学習です.(チェック表)

1、寧に文〒がかljたか

1

即杉兪山

提出すぺき時に提出したか

3

0000

f亘1

2

まとま0た恩見や感態がかけた

己平イ西/

文字の画さ{才辿切か

氏名

/8

目平イ西

享'4

4

言5戸イ西/ 1~40まで

丁軍に足跡を1三録できる

享*:・

国語掌套への努力や工夫

0000

1~40まで

/8

三平兪珊

A

2

AA

言平イ西ノ

自^五平何而文章で

授美^の内容の^

合搖

7

車K

文字の頑さ

3

言平イ西ノ' 1~40まで

,/8

ど、

A

B

^や意見に深まりがある

2

AA

3向

自 E三首平伝石文章で

1~40まで

0

コ(

宇K

言平^/

4

17

6

忘れ物

ι全、

4

未提
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みんなの声で紹介された人は声の槽に0を入れます.追加で私が紹介した人は追の櫃に0を入れます.
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そこで、 3年生での最後の振り返りでは、そこへ

の切り口として点数化を避け、自己評価より相互評

価に重点をおこうと試みた。(資料D、資料⑲)

学習の中や、みんなの育・かかわりを
聞いて、一書印象に残ったり、いいなと
思ったものにっいて撮り返って紹介して
ください.

1、

B

寺

診

本

学習の中や、みんなの声・かかわりを
聞いて、一書印象に残うたり、いいなと
思うたものについて握り返って紹介して
ください.

2、

1、

(資料⑲)
A

,%(Ⅷ中

(灰内

慣れてくる過程によっていいものが違うから、

前は悪くて、今はいいとは言えない。

もう忘れたけど、その時その時に、これらの

チェック表はあっていたと思う。ぼくらの成長

)^
くん

相互評価では、誰のどんな発言が心に響き、自己

の内部で共感し、重ね合わせ、膨らんでいくのかを

感じることができるのではないかと思う。

自分だけの世界ではなく、他とのかかわりを感じ

ていくためには、今後ますます相互評価についての

研究が必要であろう。

そして、学習を組み立てていく指導者の意識変革

が最重要課題となる。

今まで身につけてきた指導観や授業観では、目の

前の子どもたちには通用しないことは痛いほど感じ

られる。

まず、子どもたちに対して指導者ははたらきかけ、

子どもたちとのコミュニケーションづくりに努めな

ければならない。

子どもたちから出発すること、子どもたちの心を

開くことは容易 6はないが、そこからしか、現状を

打破する力は生まれてこないと考えている。

④まとめ

2、

と全く同時ではなくても、一緒に歩んできたも

のであると思う。

今までやって来たチェック表の進化の形、僕

は賛成とも反対とも言えないけど賛成に近いで

す。どちらとも言えないというわけは今まで自

分たちがやって、自分たちでこの形にしたと考

) '客:

くん

えるから、ぼくらの授業からこの形になったの

だから。自分たちがやって来たことが、このチェッ

ク表にも当てはまっていったり、同調したから、

(M男)この形になったのだと思う。

この学習「みんなの声」は、チェック表の変遷と

上にあげた感想からもわかるように、大きな柱となる

もの以外は、 1年生の出発時からずいぶん変化して

きている。それは、子どもたちの成長と変化と声に

よって必然的に変わらざるを得なかったからである。

学級の集まったメンバーによって、同じ学習材料

を使っても反応が違ってくる。あたり前のことでは

あるが、それが「声」として出されることによって

学級の中へ広がり、深まっていく。その学級のメン0

バーから生まれる声と声とのかかわりである。

私は、毎回ルーズリーフを 1枚1枚読みながら、

子どもたちに教えられ、学んでいることを痛感させ

られた。

3年間続けてきたこの帯単元「みんなの声」によっ

て、生徒1人ひとりの個性や考え方を知る機会や場

が増えてきたのは確かであるといえる。

(T男)

今の「新記録メモ」を見ると、 1年生のころ

のがすごく幼く見える。そ刀内容はガんだん複

雑になり、複,雑になっていたものを今度け、小

さくまとめていこうとしている、だから形とし

ては今のが1番いいように思うけど、でも難し

くなっているので、 1年生にはこのようなもの

があっていたり、年によって、いろんなことに

-20-

8.おわりに

単元学習を志す一人の教師として、「結局は、学

習が先生の趣味の押しつけになっているのではない

か」という、生徒の厳しい目や批判に応えるだけの

学習を展開していくことがなかなかできないのが現

状である。

学習自体が充実しなければ、結局は書こうとする

意欲、聞こうとする意欲も減退してくるのは当然で

ある。また、全ての子どもが「書く」ことが

得意なわけではなく、いくら書くための時間を5分

間保障しても、書こう七する意欲を育てなければ書

けるわけはない。
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そういう子どもたちの心に近づき、興味や関心を

育て、耕していくために、今しなければならないこ

ととして始めたのがこの学習であった。

綴りのあとがきゃ感想、に、子どもたちは次のよう

に記している。

今学期は、チェック表が変わったことで、私

の感想についての思いが変わった学期だった。

感想評価がなくなったチェック表は好きではな

いと以前に書いた。しかし、何度か使っていく

うち「評価にとらわれず自由に書ける」という

のが分かってきた。評価がもらえるから自分は

一生懸命書いていると思っていた。が、伝えた

い、残したいから書いているのではなかったか

と思うようになり、以前にもまして感想、が心に

より近い形で表せるようになった。そのため、

ルーズリーフはより自分のための成長記録になっ

( S子) 3年次たと感じている。

仲問とともに学び合う実習室への試み

5回目のチェック表は係活動などができて違っ

た視点から見つめて、自分たちの意見が反映さ

れる評価になっていてうれしい。チェック表と

ともに自分たちの成長も思い出せる。チェック

表は私の成長の記録なのでこれからも書き続け

(M子) 3年次たい。

わたしは「みんなの声」が昔に比べて明るく

なってきたなと思いました。なぜかというと、

最初のころは先生が選んで先生が紹介していて、

次に生徒が紹介したり自分の感想も紹介できる

ようになったり、今では自分で紹介の声を選べ

るようになったからです。そして、クラスや学

年の壁を越えた声もありました。私はこういう

ふうになったのは、自分たちが成長したからだ

と思います。だから、また姿を変えたチェック

(1子) 3年次表がみたいです。

初めは記録もチェック表にもまだ慣れず、基

準もやさしかった。少しずつ評価が厳しくなっ

たり、評価がなくなっていることから、僕たち

が文章を書く力を着実に身につけていること、

先生との間に信頼関係ができたことがうかがえ

る。今はみんなの声、チェック表ともに自分で

決めるものが多くなっている。今だからこそで

きることだから、今後も同じ形で続けてほしい。

2つとも書く力がつくこと、考えが深まること

が長所。個人の価値観が出てしまうことが短所

(N男) 3年次では。

チェック表はかならず書くら.んが減ってきて

いる。私はそれにたいして賛成だ。なぜなら社

会に出たとき役立つと思えるからだ。細かくチェッ

クするのもいいけれど、全体としてどうかが大

切だと思うし、自分でチェックできる人間にな

りたい。だから、今使っているメモのように、

ある意味突き放していくのも必要な気がする。

そして、みんなの声を選ぶようになってから、

参加する授業ではなく、以前より、生徒がより

(U子) 3年次作っていく授業になった。

みんなの声やチェック表は変わるたびに少し

ずつ良い方向へいっていると思、う。このように、

先生が腐心して僕たちの自主性や個性を授業に

出させようとされることに感謝せずにはいられ

ない。また少しずつ変わるごとに国語の学習の

進歩のようなものを感じる。ところで、みんなの

声とチェック表の長所だが、前回の授業を振り

返り、次の授業につなげるという点では、とても

価値があることがあげられる。姉斤としてはチェツ

ク表が点数化されることだったが、それも、ほ

ぽ解決されたので特にない。国語の授業はこれ

からも進歩すると言えよう。(A男) 3年次

5つのチェック表が変わるにつれて、だんだ

ん生徒中心にみんなの声が進められる様になっ

てきたなと思った。 4回目のチェック表の評価

もあったせいかメモの力はすごくついたと思う。

以上のような声も多く見られ、この帯単元「みん

なの声」という学習によって、

第1に、学習を自分たちが作っているという実感

を持ち、新しい視点と気分転換ができる。

第2に、遅進児にも発表の機会や紹介される機会

を与えることができ、学習への態度・習慣を養うこ

とができる。

第3 に、 1人が考えたり得たものをみんなに分かち

与えることができ、それを習慣化することができる。

第4に、学習記録に自分の思いを工夫して表現す

る意欲や態度を養うことができる。

という今までの学習指導では得ることのできなかっ

た効果が生まれてきているのではないかと考えてい

る。

-21-



「学習記録が生み出す国語学習」、日々の記録か

ら開けてくる世界が確かにある。

そして何よりも、継続実践によって学習記録を書

き綴っていくこととが子どもたちの生活の一部になっ

ていったことが1番の喜びである。

授業の中では気づかない子どもたちの「心の声」

を少しでも受け止めようとしたことは、子どもたち

に伝わり、お互いのコミュニケーションの場として

の可能性を広げてくれたことも大きな成果といえよ

つ。

また、この「みんなの声」を自分たち自身が作っ

ているのだという子どもたちの意識が生まれてきた

こと、この中でのお互いのかかわりが好きだという

子どもたちの声が最後まで多かったことを嬉しく思

つ。

それは、教室の中での相互理解、コミュニケーショ

ンづくりに、この実践が効果的であることを示した

ものであると考えたい。
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寺 本

(注1)授業リフレクション

「よりょい授業にするために、自分の授業をふり

返り、学習者の学びとともに、指導者自身のかかわ

り方を見つめ直す」こと。

(注2)かかわり

「みんなの声」という学習の中で、できるだけた

くさんの学級の声を紹介しようと考えたものである。

紹介係の生徒が紹介しきれないクラスの声を、教師

が紹介していく形が基本である。

大村はま氏は「学習記録を取り上げ、話題にして

いくことによって一種の親しみが出てくる。学習記

録になじんでくる。そして、生活の一部になってく

る。」と述べ、学習記録を書いていない子はいない

と述べている。

しかし、私の実践の場合、良い記録、窮屈な記録

を子どもたちに課したために、学級内で数人ずつ、

学習記録を書く意義を見いだせず、意欲をなくして

しまった子を生み出してしまったのも事実である。

3年問手探りで「通じ合い」のある学習室を求め、

教室でのコミュニケーションカを回復させよう、仲

問とともにいる、ともに考え、刺激し合い、支え合っ

ていく学習の場づくりを試みてきた。

その中での最大の発見は、 3年問、毎回160名の

感想を読みながら感じた「生徒の力」である。

1回1回と学習を積み重ねていくことによって、

わずかではあるが子どもたちの個性にふれていくこ

とができたように感じる。しかし、同時に、子ども

たちに私という人間の小ささをを見ぬかれ、試され

続けてきたのではないかとも思う。

子どもたちとともに考え、学び合うことのできる

学習室を目指して今後も実践を続けていきたいと考

えている。
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